
 



 



 

春
の
波
に
乗
っ
て 

日
向
灘
を
旅
す
る
さ
か
な
た
ち 

そ
れ
ら
の
さ
か
な
た
ち
に 

我
々
は
春
の
訪
れ
を
知
る
。 

カツオ 【鰹】 サバ科 

春、3月になると黒潮に乗ってやってきたカツオが
全国に先駆けて本県で水揚げされます。 

かつお一本釣
いっぽんづり

、曳縄
ひきなわ

などの漁法で、主に県南の日南

や南郷の漁協で獲られ、本県近海で漁獲される生鮮

カツオの漁獲量は全国一です。 

主 な 漁 法 ：かつお一本釣、曳縄 
漁期（盛期）：２～９月（３～５月） 
主 な 漁 協 ：南郷、外浦、日南市、栄松 

タ イ 【鯛】 タイ科 

主に一本釣や定置網
ていちあみ

などの漁法で県央の川南や都農

の漁協で漁獲されています。また、現在では養殖や

稚魚を放流して成魚を増やす栽培漁業も盛んに行わ

れ、漁獲量も年々増加しています。 

主 な 漁 法 ：一本釣、定置網、養殖 
漁期（盛期）：３～１２月（６～７月） 
主 な 漁 協 ：北浦、島浦町、串間市東、川南町 
(※養殖を含む)  串間市 
主なタイ類：マダイ、チダイ、キダイ 

マグロ 【鮪】 サバ科 

主 な 漁 法 ：まぐろ延縄、かつお一本釣 
漁期（盛期）：１０月～７月（１～４月） 
主 な 漁 協 ：南郷、日南市、富島、外浦、川南町 
主なマグロ類：クロマグロ、キハダ、 

メバチ、ビンナガ 

春から初夏にかけて黒潮に乗って本県沿岸で漁獲さ

れるようになります。 
主にまぐろ延縄

はえなわ

で県南の日南や南郷の漁協で獲られ、

本県の沿岸まぐろ延縄漁業の漁獲量は全国一です。 

（かつお一本釣） 
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さ
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と
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雄
大
な
黒
潮
の
中
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さ
か
な
た
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は
大
い
な
る
夢
を
抱
き 

今
日
も
泳
い
で
い
る
。 

カンパチ 【勘八】 アジ科 

本県海域は、比較的高い水温を好むカンパチにとっ

て養殖適地であることから、近年、県北の北浦や島

野浦、県南の串間などで養殖も盛んに行われ、その

生産量は全国2位です。 

主 な 漁 法 ：養殖、定置網 
漁期（盛期）：7～12月（10～11月） 
主 な 漁 協 ：串間市、北浦、島浦町 
(※養殖を含む) 

トビウオ 【飛魚】 トビウオ科 

主 な 漁 法 ：定置網、延縄 
漁期（盛期）：5～11月（5～6月、9～10月） 

主 な 漁 協 ：日南市、串間市東、延岡市、富島、串間市

シイラ 【鱪】 シイラ科 

主 な 漁 法 ：かつお一本釣、延縄
はえなわ

、曳縄
ひきなわ

、旋網
まきあみ

 

漁期（盛期）：4月～7月（5～6月） 

主 な 漁 協 ：南郷、日南市、川南町、外浦、栄松

成長の早い魚で、秋に30cmだったものが翌春には

その2倍の70cmになり、1年で1m以上になります。

本県では、シイラが流木などにつく性質を利用した

シイラ漬けという漁法もあります。 

また県内全域で漁獲され、その漁獲量は、全国一で

す。 

初夏から秋にかけて、本県沿岸に産卵のために回遊

してくる魚です。 

県南の都井岬周辺で行われる「トビウオすくい」は

夏の風物詩として有名です。 

主に延縄
はえなわ

や定置網
ていちあみ

等で漁獲され、全国7位の漁獲量

です。 

（トビウオすくい）
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と
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た
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イセエビ 【伊勢海老】 イセエビ科 

本県では、資源を管理するため、産卵期である4月

から8月を禁漁としており、9月から漁を解禁してい

ます。 

主に磯建網
いそたてあみ

で県内全域で漁獲され、全国8位の漁獲

量があります。 

主 な 漁 法 ：磯建網 
漁期（盛期）：9月～4月14日（9～10月） 
主 な 漁 協 ：日南市、串間市東、青島、南郷

延岡市 

イワシ 【鰯】 ニシン科 

主 な 漁 法 ：旋網、船曳網
ふなびきあみ

 
漁期（盛期）：1～11月（1～2月、5～8月） 
主 な 漁 協 ：北浦、島浦町、庵川、宮崎、日向
主なイワシ類 ：マイワシ、ウルメイワシ、   

カタクチイワシ 

ア ジ 【鯵】 アジ科 

主 な 漁 法 ：旋網、定置網、一本釣、養殖 

漁期（盛期）：1～4月、8～11月（8～9月） 

主 な 漁 協 ：北浦、島浦町、青島、庵川、日南市

主なアジ類  ：マアジ、マルアジ 

本県近海で、主に県北の北浦や島野浦の旋網
まきあみ

で漁獲

されており、また一本釣でも釣られています。 

本県では、マアジの他、マルアジやムロアジ等も漁

獲され、全国5位の漁獲量があります。 

主に県北の北浦や島野浦の旋網
まきあみ

という漁法で、魚群

を巻きながら漁獲されます。漁獲量は全国4位で、

中でもウルメイワシは全国一の漁獲量を誇ります。

イワシの稚魚であるシラスを加工した本県産のチリメ

ンは、高い評価を得ています。 

美
味
し
く
な
っ
て
く
る
。 

（旋網） 



 

冷
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ま
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ブ リ 【鰤】 アジ科 

冬場から初夏にかけて産卵するため、本県には冬か

ら早春にかけて回遊してきます。このときに県内の

定置網
ていちあみ

で漁獲されます。 

また、県北部や県南の串間で養殖も盛んに行われて

います。 

主 な 漁 法 ：定置網、養殖 
漁期（盛期）：10～5月（3～4月） 
主 な 漁 協 ：串間市、串間市東、延岡市、島浦町、
(※養殖を含む) 北浦 

オオニベ 【大鮸】 ニベ科 

主 な 漁 法 ：定置網、一本釣、養殖 

漁期（盛期）：9～1月、5月（10月～12月） 

主 な 漁 協 ：庵川、川南町 

(※養殖を含む) 

ヒラメ 【鮃】 ヒラメ科 

主 な 漁 法 ：底曳網、刺網、養殖 

漁期（盛期）：9～4月（11～3月） 

主 な 漁 協 ：川南町、日南市、延岡市、南郷、

青島、串間市東 

２月から４月頃まで産卵期で旬となり、その頃に底曳
そこひき

網
あみ

や刺網
さしあみ

等で漁獲されます。 

栽培漁業の対象漁種として、マダイとともに数多く

の稚魚が放流されています。 

本県沿岸で、晩秋から春にかけて定置網や一本釣に
よって獲れる魚です。 
本県が全国で初めて種苗生産に成功し、各地で養殖
や種苗放流が盛んに行われ、平成7年度の全国豊か
な海づくり大会を記念して、天皇陛下が詠まれた魚
です。″すこやかに 育てきたりし おおにべを 

油津漁港の 海に放しぬ″ 

ゆ
っ
く
り
と
一
日
を
過
ご
し
た
い
。 

養殖場 



 

1年魚で幼魚期を日向灘の沿岸域で過ごした後、春
に県内の河川を上がり成長し、夏には釣りの対象と
して太公望に親しまれ、秋に産卵のため川を下り始
めます。その習性を利用して獲る「やな」は、秋の
本県観光の目玉となっています。 
また、養殖も耳川や大淀川流域などで盛んに行われ、
全国5位の生産量があります。 

緑
豊
か
な
九
州
山
地
の
恵
み
を
受
け
て 

育
つ
川
の
さ
か
な
た
ち 

そ
の
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
中
に 

ア ユ 【鮎】 アユ科 

主 な 漁 法 ：釣り、養殖 

漁期（盛期）：6～12月（6～10月） 

主 な 漁 協 ：五ヶ瀬川、耳川、大淀川 

ヤマメ 【山女】 サケ科 

主 な 漁 法 ：釣り、養殖 

漁期（盛期）：3～9月（3月～5月） 

主 な 漁 協 ：五ヶ瀬川、耳川、小丸川 

ウナギ 【鰻】 ウナギ科 

主 な 漁 法 ：筒漁、養殖 

漁期（盛期）：周年（7～8月） 

主 な 漁 協 ：佐土原町、新富町 

本県では、冬季にウナギの稚魚であるシラスウナギ

が海から県内河川を遡上
そじょう

し成長します。 

また、養殖も佐土原町や新富町などで盛んに行われ、

全国4位の生産量があります。 

県内河川の渓流部に生息し、また五ヶ瀬町を初めと

する上流部では養殖も行われています。 

北日本では、サケと同じように川を下って成長しま

すが、本県のヤマメは平地や海の水温が高いため降

下せず、一生川で育ちます。 

川
魚
の
一
生
が
あ
る
。 

（アユやな） 



 

○『みやざきのさかな』についてお問

い合わせは次まで御連絡下さい。 

また、インターネットでも情報を紹介

しています。 

〒880-8501 
宮崎市橘通東二丁目10番1号 
TEL 0985-26-7145 
FAX 0985-26-7309 

いきいき宮崎のさかな 

ブランド確立推進協議会 
（宮崎県漁業協同組合連合会内） 

宮崎県農政水産部漁政課

〒880-0858 
宮崎市港二丁目 6番地 
TEL 0985-28-6111 
FAX 0985-22-5759 

ホームページアドレス 
http://www.pref.miyazaki.jp/ 

と れ ど き カ レ ン ダ ー
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